
令和３年６月
ＮＯ．１４３

表紙写真：連隊射撃野営訓練 対人狙撃銃射撃（第７普通科連隊）

各種行事・訓練

特科隊実射訓練
師団等対空実射訓練
新隊員特技課程基幹要員集合訓練
連隊射撃野営訓練
第１回師団施設技術訓練
自衛官候補生課程修了式

３Ｄレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

近畿２府４県の旅
京都府 観音寺～関西で最も古いあじさい寺～

黒鍵の出番



第
３
特
科
隊
（
隊
長

小
松

１
佐
）
は
、
令
和
３
年
５
月
30

日
（
日
）
か
ら
６
月
４
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習

場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
、
特

科
隊
実
射
訓
練
を
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
で
は
、
特
科
隊
の

前
進
観
測
班
に
普
通
科
中
隊
斥

候
班
を
同
行
さ
せ
、
射
撃
要
求

や
射
弾
の
観
測
・
誘
導
を
行
い
、

情
報
と
火
力
の
連
携
を
図
っ
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
第
３
特
科

隊
第
４
中
隊
所
属
の
名
倉
３
曹

は
「
初
め
て
砲
班
長
と
し
て
隊

員
を
指
揮
し
、
全
任
務
を
完
遂

し
た
際
の
達
成
感
は
、
と
て
も

大
き
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
１
つ
１
つ
任
務
を
完
遂
し
、

第
３
特
科
隊
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
日
々
精
進
し
ま
す
」
と

語
っ
た
。

１５５ｍｍ榴弾砲（ＦＨ－７０）による射撃

１５５ｍｍ榴弾砲 弾薬装填

前進観測班及び普通科中隊斥候班による射弾の観測

１ ３ 師 団 だ よ り 第１４３号 令和３年（２０２１年） ６月

誘導弾搭載前の点検

第
３
高
射
特
科
大
隊
（
大
隊
長

西
田

２
佐
）
は
、
令
和
３
年
５
月
28
日
か
ら
６

月
15

日
ま
で
の
間
、
静
内
対
空
射
撃

場
（
北
海
道
）
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度

師
団
等
対
空
実
射
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
対
空
戦
闘
能
力
の
最
大
限

発
揮
に
必
要
な
射
撃
指
揮
及
び
射
撃
操
作

の
練
度
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
。

訓
練
部
隊
は
、
当
初
、
東
千
歳
駐
屯
地

に
お
い
て
模
擬
実
射
、
射
撃
準
備
等
の
事

前
訓
練
を
重
ね
本
実
射
訓
練
に
臨
ん
だ
。

各
隊
員
は
任
務
完
遂
の
た
め
一
丸
と
な

り
、
「
一
撃
必
遂
」
の
信
念
を
も
っ
て
対

空
実
射
に
臨
み
所
期
の
成
果
を
獲
得
し
、

師
団
唯
一
の
対
空
戦
闘
部
隊
と
し
て
の
任

務
を
果
た
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
指
揮
情
報
中
隊
、
恒

松
３
曹
は
「
今
回
、
発
射
班
長
と
し
て
訓

練
に
参
加
し
、
『
職
責
の
重
さ
』
を
再
認

識
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
上
で
、
「
ま

だ
ま
だ
努
力
し
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
多
々
あ
る
と
実
感
し
た
の
で
、
こ

の
経
験
を
糧
に
高
射
特
科
隊
員
と
し
て
の

識
能
と
、
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
を
更
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

９３式近距離地対空誘導弾（近ＳＡＭ）の射撃

対空シミュレータを使用した模擬実射評価



第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

小
野
田
１
佐
）
は
、
令

和
３
年
５
月
23
日
（
日
）
か

ら
６
月
２
日
（
水
）
ま
で
の

間
、
日
本
原
演
習
場
（
岡
山

県
）
に
お
い
て
、
連
隊
射
撃

野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
野
営
で
は
、
各
種
射
撃

能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
81
㎜
迫
撃
砲
、

12
．
７
㎜
重
機
関
銃
及
び
対

人
狙
撃
銃
に
よ
る
射
撃

を
行
っ
た
。

対
人
狙
撃
銃
の
射
撃
訓
練

に
参
加
し
た
西
尾
３
曹
は

「
狙
撃
銃
を
初
め
て
射
撃
し
、

反
動
で
肩
が
痛
か
っ
た
で
す
。

痛
い
の
は
、
姿
勢
が
悪
い
か

ら
と
指
導
さ
れ
た
の
で
、
今

後
は
姿
勢
の
研
究
に
努
め
て
い

き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

対人狙撃銃（射撃）

２ ３ 師 団 だ よ り 第１４３号 令和３年（２０２１年） ６月

第
３
施
設
大
隊
（
大
隊
長

菅

原
２
佐
）
は
、
令
和
３
年
６
月
８

日
（
火
）
か
ら
12
日
（
土
）
ま
で

の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫

県
）
に
お
い
て
、
第
１
回
師
団
施

設
技
術
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
渡
河
ボ
ー
ト
又
は

偵
察
ボ
ー
ト
を
保
有
す
る
各
部
隊

に
対
し
、
師
団
の
任
務
遂
行
に
必

要
な
渡
河
技
術
の
練
度
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

訓
練
で
は
、
部
隊
が
人
力
で

ボ
ー
ト
を
前
進
さ
せ
る
要
領
（
漕

舟
）
と
機
械
を
使
用
し
ボ
ー
ト
を

前
進
さ
せ
る
要
領
（
機
航
）
の
基

本
的
な
操
作
・
安
全
管
理
等
の
教

育
、
渡
河
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
救

助
要
領
の
訓
練
等
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
技
能
を
磨
い
た
。

渡河ボートの漕舟

８１㎜迫撃砲（射撃） ８１㎜迫撃砲（コリメータ照準）

師
団
は
、
令
和
３
年
６
月

10
日
（
木
）
、
千
僧
駐

屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
等

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度

新
隊
員
特
技
課
程
基
幹
要

員
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
新
隊
員
特

技
課
程
の
指
導
者
と
な
る

教
官
、
助
教
等
の
要
員
を

対
象
に
行
い
、
新
隊
員
教

育
に
関
す
る
専
門
知
識
・

技
能
を
習
得
さ
せ
、
課
程

教
育
の
質
的
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

た
。基

幹
要
員
約
１
０
０
名

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

服
務
、
法
務
、
衛
生
、
安

全
管
理
等
の
教
育
並
び
に

体
育
及
び
射
撃
訓
練
指
導

法
に
つ
い
て
学
び
、
７
月

か
ら
の
教
育
に
備
え
た
。

師団最先任上級曹長 松永准尉による教育

射撃訓練指導法

体育訓練指導法

こ
の
際
、
テ
レ
ビ
会
議
を
活
用
し
、
遠
隔
地
に
所
在
す
る
隷
下
部

隊
と
同
時
に
訓
練
を
実
施
し
て
認
識
の
統
一
を
図
っ
た
。

教
育
に
参
加
し
た
第
３
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊
所
属
の
小
西
３
曹

は
、
「
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
に
助
教
と
し
て
初
め
て
参
加
す
る
上

で
、
不
安
な
面
も
あ
っ
た
が
、
本
教
育
で
様
々
な
知
識
・
技
能
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
育
開
始
ま
で
に
こ
れ
ら
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
し
っ
か
り
準
備
を
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

１２．７㎜重機関銃（射撃）

人命救助訓練

訓
練
に
参
加
し
た
第
３
施
設
大
隊
第
３
中
隊
所
属
の
春
口
３

曹
は
「
訓
練
を
通
じ
て
、
漕
舟
技
術
能
力
の
向
上
と
団
結
力
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
命
救
助
活
動
に
お
け
る
捜

索
要
領
で
は
、
水
面
の
流
木
な
ど
の
浮
遊
物
を
避
け
る
た
め
、
櫓
（
ろ
）
や

櫂
（
か
い
）
を
慎
重
か
つ
繊
細
に
操
作
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
た
」
と
語
っ
た
。

舷外機を使用した機航



令
和
３
年
６
月
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
、

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
、
第
37
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

小
松
１
佐
）
及

び
第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

足
立
２
佐
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
衛
官

候
補
生
課
程
修
了
式
を
挙
行
し
た
。

約
３
ヶ
月
の
教
育
を
修
了
し
成
長
し
た
姿
を
み
せ
た
自
衛
官
候
補

生
は
２
等
陸
士
（
７
月
１
日
付
）
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
職

種
部
隊
へ
の
配
置
を
そ
れ
ぞ
れ
命
ぜ
ら
れ
た
。

課
程
教
育
を
振
り
返
り
、
第
36
普
通
科
連
隊
所
属
の
迫
（
さ
こ
）

自
衛
官
候
補
生
は
、
「
課
程
教
育
を
無
事
修
了
で
き
、
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
の
３
ヶ
月
の
教
育
に
お
い
て
、
苦
楽
を
共
に
し
た
最
高
の

同
期
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
に
お
い

て
も
、
同
期
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
で
す
。
懇
切
丁
寧
に
教
育

し
て
頂
い
た
教
育
隊
長
を
は
じ
め
基
幹
要
員
の
方
々
に
は
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

新
隊
員
達
は
、
今
後
、
真
新
し
い
２
等
陸
士
の
階
級
章
を
着
け
、

各
職
種
部
隊
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、

更
に
約
３
ヶ
月
の
教
育
に
臨
む
。

３ ３ 師 団 だ よ り 第１４３号 令和３年（２０２１年） ６月

修了証書の授与（第３６普通科連隊）

歩哨訓練
（第３６普通科連隊）

掩体構築訓練
（第３戦車大隊）

体力検定
（第７普通科連隊）

戦闘訓練
（第３特科隊）

戦闘訓練
（第３戦車大隊）

演習手りゅう弾投擲訓練
（第７普通科連隊）

演習小銃てき弾射撃訓練
（第３７普通科連隊）

５．５６㎜小銃（検定射撃）
（第３特科隊）

２５㎞徒歩行進訓練
（第３７普通科連隊）



第３７普通科連隊本部管理中隊

１等陸士 古川 真陽

今
回
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
に

所
属
す
る
古
川

真
陽
（
ふ
る
か
わ

ま
ひ
る
）

１
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
古
川
１
士
は
、

明
る
く
元
気
で
親
し
み
や
す
い
性
格
の
持
ち
主
で

あ
り
、
衛
生
隊
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
全
般
が
得
意
で
、
高
校
３
年
間
は
空

手
部
に
所
属
し
、
黒
帯
を
取
得
。
さ
ら
に
、
昨
年

実
施
さ
れ
た
連
隊
持
続
走
競
技
会
で
は
、
女
性
自

衛
官
の
部
で
第
１
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残

し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

高
校
（
看
護
科
）
３
年
間
で
培
っ
た
、
医
療

知
識
・
技
術
を
自
衛
隊
（
衛
生
科
）
で
活
か
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

37
連
隊
は
活
気
と
勢
い
の
あ
る
と
こ
ろ
が
魅

力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
衛
生
科
隊
員
と

し
て
様
々
な
訓
練
の
支
援
及
び
救
急
法
な
ど
を

通
じ
、
普
通
科
隊
員
に
知
識
・
技
術
を
普
及
で

き
る
こ
と
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

部
隊
配
属
さ
れ
て
す
ぐ
の
訓
練
検
閲
で
す
。

収
容
所
や
後
送
所
の
開
設
、
患
者
の
受
け
入
れ

を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

新
隊
員
前
期
の
営
内
班
長
で
す
。
私
も
後
輩

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
隊
員
に
な
り
た
い
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

准
看
護
師
の
免
許
取
得
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

自
衛
官
と
し
て
も
救
護
員
と
し
て
も
ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
が
、
日
々
の
訓
練
、
演
習
等
で

経
験
を
積
み
、
ま
た
上
司
先
輩
か
ら
知
識
・
技

術
を
学
び
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
陸
曹
を
目

指
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第３飛行隊整備班

３等陸曹 山宮 茂

第３特殊武器防護隊第３小隊

３等陸尉 羽立 誠

今
回
は
、
第
３
戦
車
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す

る
伊
澤

啓
至
（
い
ざ
わ

ひ
ろ
し
）
３
尉
を
紹

介
し
ま
す
。
伊
澤
３
尉
は
、
平
成
24
年
に
入
隊
以

来
、
第
１
中
隊
で
戦
車
手
、
戦
車
陸
曹
、
給
養
・

文
書
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
幹

部
に
任
官
し
、
日
々
、
戦
車
戦
技
能
力
の
向
上
に

邁
進
し
て
い
ま
す
。

井
澤
３
尉
は
、
高
校
時
代
に
応
援
団
に
所
属
し

て
お
り
、
硬
派
な
面
持
ち
で
一
見
す
る
と
ク
ー
ル

な
性
格
に
見
え
る
小
隊
長
な
の
で
す
が
、
と
て
も

面
倒
見
が
良
く
、
後
輩
隊
員
か
ら
は
「
兄
貴
」
的

存
在
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
兄
貴
の
趣
味
は
ス
キ
ー
で
あ
り
、
冬
の

時
期
と
な
れ
ば
、
ゲ
レ
ン
デ
の
貴
公
子
と
し
て
寸

暇
を
惜
し
ん
で
ス
キ
ー
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

趣
味
が
高
じ
て
部
隊
で
も
ス
キ
ー
技
術
を
磨
い
た

結
果
、
ス
キ
ー
検
定
「
特
級
」
を
取
得
す
る
腕
前

ま
で
に
な
り
、
現
在
で
は
、
ス
キ
ー
指
導
官
と
し

て
も
活
躍
中
で
す
。
部
隊
の
た
め
に
職
務
に
邁
進

す
る
兄
貴
の
姿
は
、
中
隊
の
後
輩
隊
員
の
憧
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
井
澤
３
尉
の
、
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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第３戦車大隊第１中隊

３等陸尉 井澤 啓至

今
回
は
、
第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
第
３
小
隊
に

所
属
す
る
羽
立

誠
（
は
だ
て

ま
こ
と
）
３
尉

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
羽
立
３
尉
は
、
第
３

小
隊
長
と
し
て
日
々
訓
練
、
業
務
に
奮
闘
中
で
す
。

Ｑ

第
何
期
で
入
校
し
ま
し
た
か
。

Ａ

防
衛
大
学
校
を
卒
業
後
、
19
Ｂ
と
し
て
幹
部

候
補
生
学
校
に
入
校
し
ま
し
た
。
大
学
時
代
は
ラ

グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

国
の
た
め
に
な
る
職
業
で
あ
り
、
人
生
を
捧

げ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

高
良
山
登
山
走
等
の
競
技
会
が
、
特
に
思
い

出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
競
技
会
を
通
じ
て
、
勝

ち
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
及
び
体
力
・
気
力
等
の
必

要
な
資
質
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

小
隊
訓
練
等
の
企
画
・
立
案
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

部
下
、
隊
員
の
成
長
を
感
じ
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

自
炊
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

日
常
生
活
に
お
い
て
も
思
考
過
程
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

将
来
の
陸
上
自
衛
隊
を
支
え
る
幹
部
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
第
３
飛
行
隊
整
備
班
で
航
空
機
整

備
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る
山
宮

茂
（
や
ま

み
や

し
げ
る
）
３
曹
で
す
。
私
の
趣
味
ス

ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
紹
介
し
ま
す
。

私
が
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
始
め
た
の

は
、
海
に
面
さ
な
い
栃
木
県
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
海
へ
の
憧
れ
が
強
か
っ
た
か
ら

で
す
。
普
段
は
空
に
関
係
し
て
い
る
仕
事
を

し
て
お
り
、
ま
た
陸
の
趣
味
（
野
球
や
格
闘

等
）
が
多
い
の
で
す
が
、
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
を
始
め
た
こ
と
で
、
活
動
の
幅
が
陸
海

空
に
広
が
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
魅
力
は
、
水
中

に
お
い
て
、
聞
こ
え
て
く
る
の
が
自
分
の
呼

吸
の
音
の
み
で
、
今
ま
で
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
呼
吸
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
一
緒
に
潜
っ
た
人
と
楽
し
み

を
共
有
で
き
、
楽
し
さ
が
何
倍
に
も
な
る
こ

と
で
す
。
初
め
て
水
の
中
に
潜
る
時
は
、
少
し

怖
い
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
方
や
、
水
に
抵
抗
が

あ
る
人
で
も
簡
単
に
潜
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

何
か
新
し
い
こ
と
を

始
め
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
に

は
本
当
に
お
す
す
め

で
す
。
海
を
眺
め
る

の
も
良
い
で
す
が
、

海
の
中
を
見
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
海
の
仲
間

も
募
集
中
で
す
。
一

緒
に
海
の
世
界
を
冒

険
し
ま
し
ょ
う
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。
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今
回
は
、
京
都
府
福
知
山
市
に
あ
る
「
観
音
寺
」
を
紹
介
し
ま
す
。

観
音
寺
は
「
関
西
花
の
寺
第
一
番
札
所
」
「
丹
波
西
国
第
一
番

札
所
」
「
丹
波
古
刹
第
十
五
番
札
所
」
等
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

6
月
～
7
月
に
は
１
０
０
種
・
1
万
株
の
あ
じ
さ
い
が
境
内
を
彩
る
寺

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
観
音
寺
は
、
別
名
「
あ
じ
さ

い
寺
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
観
音
様
の
霊
力
で
眼
病
が
治
っ
た
お
礼
に
と
、
七
色
に
変

化
す
る
光
の
花
あ
じ
さ
い
を
数
本
植
樹
さ
れ
た
の
が
あ
じ
さ
い
寺
の
は

じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
6
月
～
7
月
に
は
白
・
青
・
紫
・
ピ

ン
ク
等
の
あ
じ
さ
い
が
鮮
や
か
に
咲
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
雨
の
あ
じ
さ
い
の
他
、
春
の
桜
や
藤
、
秋
に
は
樹
齢
３
０

０
年
の
紅
葉
、
冬
の
蝋
梅
と
、
一
年
を
通
じ
て
花
や
古
木
、
紅
葉
が
境

内
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
す
ぐ
に

は
訪
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
が

解
除
さ
れ
た
際
に
は
、
訪
れ
て
み
た
い
で
す
ね
。

２

２ 手水舎に浮かぶ紫陽花
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○住 所 〒620-0803 京都府福知山市観音寺1067

○電 話 0773-27-1618

〇拝 観 料 ４００円（あじさい期間のみ）

○拝観時間 午前９時から午後１６時

１ 「観音寺」仁王門と紫陽花

マメ

※  音楽フェスタ、仕事博２０２１イベントへの参加については、事前の申し込みが必要になります。また、新型コロナ

ウイルス感染症流行等の影響により、中止又は実施要領を変更する場合がございます。詳しくはＨＰをご覧ください。

入場無料

「
笹
の
葉
さ
～
ら
さ
ら
～
」
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
す
ぐ

七
夕
で
す
ね
。
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
竹
笹
に
飾
る
お
馴

染
み
の
行
事
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
何
か
叶
え
た
い
願
い
な

ど
は
お
持
ち
で
す
か
。
筆
者
は
、
小
学
生
の
頃
に
「
楽
器
が

う
ま
く
な
り
た
い
」
と
星
に
お
願
い
を
し
て
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
練
習
し
、
な
ん
と
か
一
曲
完
奏
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
遠
い
日
の
願
い
の
続
き
を
と
、
鍵
盤
楽
器
に
挑
戦

す
べ
く
、
改
め
て
「
鍵
盤
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

最
初
に
、
ピ
ア
ノ
の
よ
う
な
鍵
盤
楽
器
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

頂
き
「
ド
」
か
ら
順
番
に
、
白
い
鍵
盤
を
右
へ
辿
る
と
「
ド
・
レ
・

ミ
・
フ
ァ
・
ソ
・
ラ
・
シ
」
と
次
の
「
ド
」
ま
で
の
間
に
７
つ

の
音
が
き
れ
い
に
響
き
ま
す
。
こ
れ
は
「
音
階
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
「
あ
る
特
定
の
順
番
」
で
音
が
配
列
さ
れ
た
も
の

の
よ
う
で
す
。
一
方
で
気
に
な
っ
た
の
が
「
ド
」
～
「
シ
」
の

間
に
５
つ
存
在
す
る
「
黒
鍵
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
黒
い
鍵
盤

で
す
。
隣
の
鍵
盤
か
ら
半
音
高
い
（
低
い
）
音
を
出
す
た
め

に
必
要
な
も
の
の
よ
う
で
す
が
「
ド
・
レ
・
ミ
・
フ
ァ…

」
と

順
番
に
弾
い
て
い
て
も
出
番
が
な
く
、
ま
た
、
途
中
で
黒
鍵

の
音
を
鳴
ら
し
て
し
ま
う
と
、
何
と
も
言
え
な
い
違
和
感
を

覚
え
ま
す
。

当
初
、
何
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
黒
鍵
で
し
た
が
、
ど
う
や
ら
基
準
と
な
る
音
が
変
わ

る
と
、
そ
の
出
番
が
回
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

こ
の
基
準
と
な
る
音
の
こ
と
を
「
調
」
、
英
語
で
は
「
キ
ー
」

と
呼
び
、
後
者
は
「
声
が
出
な
い
か
ら
キ
ー
を
下
げ
て
！
」

等
、
カ
ラ
オ
ケ
で
音
高
を
調
整
す
る
と
き
等
に
よ
く
耳
に
し
、

聞
き
馴
染
み
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

「
ド
・
レ
・
ミ
・
フ
ァ
・
ソ
・
ラ
・
シ
・
ド
」
は
「
ド
」

が
基
準
と
な
る
音
階
と
し
て
一
般
的
な
も
の
で
す
が
、
冒
頭

に
あ
る
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
の
曲
等
は
「
フ
ァ
」
が

基
準
と
な
る
音
階
を
持
つ
よ
う
で
す
。
「
フ
ァ
」
が

基
準
と
な
る
な
ら
「
フ
ァ
・
ソ
・
ラ
・
シ
・
ド
・
レ
・
ミ
・

フ
ァ
」
と
指
を
運
ぶ
と
「
シ
」
の
と
こ
ろ
で
違
和
感
を
覚
え

ま
す
。
こ
こ
で
「
シ
」
を
「
シ
♭
（
フ
ラ
ッ
ト
）
」
に
変
更

す
る
と
、
魔
法
に
で
も
か
か
っ
た
よ
う
に
、
き
れ
い
な
音
が

響
く
の
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
少
し
専
門
的
で
す
。
音
楽
的

な
知
見
に
乏
し
い
筆
者
で
す
が
、
端
的
に
説
明
す
る
と
、
前

述
し
た
「
あ
る
特
定
の
順
番
」
に
音
が
配
列
さ
れ
た
た
め
の

よ
う
で
す
。
「
♭
」
は
音
を
半
音
下
げ
る
記
号
で
あ
り
、
基

準
が
「
フ
ァ
」
の
音
階
で
は
「
シ
♭
」
で
、
黒
鍵
を
１
つ
使

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
基
準
の
音
を
変
え
れ
ば
、

他
の
黒
鍵
に
も
出
番
が
回
っ
て
き
ま
す
。

基
準
の
音
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
曲
の
展
開
が
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
、
演
奏
が
容
易
に
な
っ
た
り

と
色
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
で
す
。

翻
っ
て
、
仕
事
等
に
お
い
て
も
こ
の
黒
鍵
と
同
じ
よ
う
に
、

知
ら
な
い
が
た
め
に
出
番
が
な
い
又
は
出
番
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
、
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
少
し
の
学
び
か
ら
可
能
性
が
広
が
り
、
困

難
な
問
題
等
も
解
決
の
糸
口
が
見
付
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
あ
な
た
の
す
ぐ
隣
り
に
も
「
黒
鍵
」
の

よ
う
に
出
番
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「

黒

鍵

の

出

番

」

こ
っ

け
ん


